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論

議

フ
ォ
ン
・
ウ
イ
ぜ
凸
枇
令
由
宇
諭

第
十
八
巻

(
第
六
現

四
O
V

一O
豆
六

フ

オ

ン
・
ク

4
ゼ

の
吐
曾
事
論

( 

ー
) 

濁
逸

最

近
0) 

I吐
曾

EF 
論

(四)米

田

庄

太

耳目

「
赴
曾
且
干
の
基
礎
確
立
に
就
て
」
に
於
け
る
枇
舎
晶
子
論

き
き
仁
述
、
~
し
如
〈
、

フ
ォ
ン
・

9
イ
ゼ
氏
が
千
九
百
六
年
に
公
に
せ
る
「
枇
曾
血
干
の
基
礎
確
立
に
就

τ」
(
N
日

。
】
寸
ロ
ヨ
〔
出
。
q
己
ロ
ロ
ヰ
内
吋

c

u

 

のの

ω色
ω
n
E
F
F
F
2
回目。

E
t
R
F
m
d
z
q
E
n
r
c
D問
ぐ
。
ロ

Z
司
『
内
耳

山
市
内

P
R
E
m
ヨ耳
E

白
内
『

ω百円『
Z
E
F
E
E
H
-
c
E旬
F
W
H
U
o
m
)

は
、
少
な
く
も
余
の
知
る
廃
で
は
、
同
氏
が
公
に
せ
る
最
初
の
批
曾

率
上
の
著
書
で
ゐ
る
o

き
れ
ば
前
節
に
於
て
遁
ぺ
し
が
如
き
同
氏
の
枇
曾
皐
論
の
後
生
を
研
究
す
る
に
は
、
先
づ

此
の
書
に
於
け
る
枇
食
間
半
論
か
ら
考
察
し
始
め
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
思
ム
。
而
し
て
此
の
書
第
一
章
序
論
「
枇
曾
間
半
の

基
礎
に
閲
す
る
枇
評
的
概
観
」
(
同
ハ
コ
C
E
r
o
d
r
o
E
r
Z
5
2
色。

9
5己
主
2
ι
E
P
ω
の
戸
町

n
z
r
r『
円
。
)
中
仁
、

同
氏
の
枇
曾
皐
論
が
始
め

τ、
稀
々
組
織
的
に
諭
越
き
れ
て
居
品
。
夫
れ
で
此
蕗
に
同
章
に
就
て
、
同
氏
の
最
初

の
肱
曾
由
宇
論
を
考
察
す
る
こ
ご
、
す
る
。



今
「
吐
曾
曲
学
の
基
礎
確
立
に
就
て
」
に
於
け
る
フ
ォ
ン
・
ク
イ
ゼ
氏
の
一
耽
曾
問
中
論
に
就
て
、
余
の
先
づ
注
意
L
た

い
の
は
、
比
慮
で
は
同
氏
・
は
近
来
椛
に
主
張
し
て
屠
る
枇
品
目
間
半
論
、
前
節
に
於
て
越

4
L
が
如
き
特
殊
皐
ご

L
て

の
形
式
的
批
曾
事
論
、

つ
ま
h

ジ
ム
メ
Y

流
の
祉
曾
準
論
を
ま
に
唱
へ
て
居
な
い
事
で
あ
る
o

否
な
同
氏
は
寧
ろ

か
、
る
吐
骨
目
撃
の
概
念
を
承
認
し
て
暦
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
一
吐
曾
鼠
干
の
任
務
、

或
は
特
に
研
究
を
要
す
る
吐

曾
胤
十
の
問
題
を
論
や
る
に
鴬
つ

τ、
先
づ
夫
れ
は
一
切
の
人
間
的
関
係
の
内
容
が
、
目
公
式
に
於
て
結
合
さ
れ
る
蕗

の
一
世
曾
法
則
を
後
見
す
る
こ
ご
で
な
〈
、
吾
人
は
生
活
を
内
部
的
に
考
察
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
祉
曾
生
活
の
後
達

及
び
山
肌
態
を
分
量
的
に
測
定
せ
ん
ざ
す
る
は
無
意
味
Z
な
h
、
只
表
面
的
な
現
象
の
み
が
数
的
、
統
計
的
に
把
捉

さ
れ
る

rけ
で
あ
る
こ
芭
を
論
じ
た
る
後
、

ジ
ム
J

Y

の
枇
曾
串
概
念
を
許
し
て
、
左
の
如
〈
遁
ぺ
て
居
る
。

タ
ム
メ
ル
の
主
張
す
る
が
如
主
、
社
曾
の
構
造
の
純
形
式
論
(
巴

E
E
O宮
内
】

H
O
S
E
r
r
-
0
5
5
E
z
z
z

P
E
Z
Z沖
)
も
亦
、
般
A

ザ
此
の
如
〈
に
枇
曾
血
干
の
概
念
を
制
限
す
る
司
』
芭
は
、
方
法
論
者
に
艶

L
て
は
誘
惑

的
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
併
し
余
輩
に
あ
り
て
は
、
夫
れ
が
一
位
舎
血
干
の
任
務
で
あ
る
ご
は
思
は
れ
な
い
。

是
れ
か
、
る
純
形
式
論
は
枇
曾
哲
血
中
的
内
容
に
於

τ深
ま
る
こ
さ
な
〈
ば
、
非
経
験
的
構
想
の
企
ピ
て
に
堕
落

タ
ム
メ

Y
自
身
も
決
し
て
生
き
た
内
容
の
把
捉
を
断
念
し
て
居
な
い
の
で
あ

す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

z。
日

品

然
ら
ば
本
書
に
於
て
は
、

プ
オ
ン
・
ク
イ
ゼ
氏
は
枇
曾
皐
の
課
題
或
は
任
務
を
如
何
な
る
も
の

E
考
へ
、
随
ふ

論

叢

フ
ォ
ン
・
ウ
イ
ぜ
の
祉
脅
愚
論

第
十
λ
巻

(
第
六
腕

四

) 

一O
E
七



論

議

ヲ
オ

y
・
ウ
イ
ぜ
白
枇
曾
晶
論

第
十
入
管

へ
第
六
親

四
ニ
)
一

O
王
入

て一位命
H

間
半
の
率
的
概
念
を
如
何
に
決
定
せ
ん
ご
し
て
居
る
炉
。
今
同
氏
の
論
宇
る
慮
に
よ
れ
ば
、
一
耽
曾
血
中
的
世
相
究

の
課
題
或
は
任
務
は
、
個
人
Z
個
人
に
よ
b
て
構
成
3
れ
た
る
岡
鰹
Z
の
闘
係
、
夏
に
此
等
の
閤
鱒
相
互
Z
此
等

の
闘
慢
に
よ
り
て
後
展
さ
れ
た
る
文
化
健
系
ご
の
関
係
を
究
明
す
る
こ
さ
で
ゐ
る
。
併
し
此
の
際
に
、
右
の
課
題

を
心
理
率
的
に
深
め
る
こ
さ
が
肝
要
で
あ
る
o
而
し
て
此
等
の
問
題
が
取
扱
は
る
可
雪
見
地
は
、

一
の
人
類
率
的

倫
理
率
的
見
地
で
あ
る
。
か
く
て
中
心
問
題
は
一
層
深
い
虎
に
存
在
す
る
問
題
に
特
化
す
る
。
犬
れ
は
剖
も
佃
人

の
運
命
が
集
圏
或
は
大
衆
の
運
命

z、
如
何
に
織
り
合
は
さ
れ
る
か
或
は
組
み
合
は
さ
れ
る
が

(名目。

2
2
0
F

m
-
n
F
E
h
E

巴目
N
O
-
5
5
巳
内
田
呂
田
ω
2
m
n
z
n
Z己
叩
)

ご
云
ム
問
題
で
あ
る
。
吾
人
は
法
皐
や
経
済
事
な
ぞ
が
封
象

Z
な
す
が
如
き
、
、
よ
ち
多
〈
表
面
に
存
す
る
諸
閥
係
の
叙
述
ご
相
並
ん
で
、
人
間
を
相
互
に
結
合
す
る
、
又
人
間

を
彼
等
の
事
業
或
は
仕
事
Z
結
合
す
る
、
よ
り
複
雑
な
、
把
捉
す
る
に
よ
ち
困
難
な
心
理
的
紐
帯
を
如
何
に
し

τ

問
明
し
得
る
か
。
諸
勢
カ
の
比

ω縫
れ
を
解
き
捌
〈
こ
ど
の
如
何
仁
困
難
で
あ
る
か
は
、

ジ

ム

メ

V

の
著
作
の
総

て
の
護
者
は
熟
知
す
る
で
あ
ら
う
。
随
ム
て
直
も
に
問
題
全
悼
の
解
決
を
金
に
て
、
概
念
的
に
公
式
化
さ
れ
た
る

理
論
を
、

一
の
胡
閥
系
の
頂
上
に
据
附
ょ
う
ご
し
な
い
様
に
心
掛
げ
る
こ
Z
が
肝
要
で
あ
る
。
或
場
合
に
於
て
存
す

る
閥
係
、
例
へ
ば
倒
人
吉
其
の
家
族
ご
の
問
ゃ
、
数
曾
吉
岡
家
ご
の
問
、
或
は
率
問
ざ
襲
術
ご
の
間
に
存
す
る
関

係
を
分
析
し
、
並
(
の
歴
史
的
後
遼
ぞ
究
明
L
、
且
つ
其
の
際
に
出
来
る
だ
け
現
賞
を
離
れ
十
、
之
れ
に
郎
し
て
行

〈
こ
ご
が
出
来
た
な
ら
ば
、
余
輩
は
か
(
の
如
〈
に
研
究
を
進
め
る
こ
ご
に
よ
ち
て
、

か
の
未
熟
な
概
念
の
網
の



中
に
何
物
で
も
捕
べ
込
ま
ん
ご
す
る
新
髄
系
台
無
盆
に
積
み
重
ね
る
よ

h
は
、
且
午
問
及
び
生
活
に
劃
し
て
一
層
有

盆
で
あ
る
さ
思
ム
。

フ
オ
γ

・
ク
イ
ゼ
氏
は
以
上
述
ペ

L
如
ぐ
に
、

先
つ
枇
曾
事
の
課
題
或
は
任
務

其
の
根
本
的
見
地
及
び
営
面

の
仕
事
を
約
遁
L
た
る
後
、

一
方
に
於
て
は
枇
曾
問
中
Z
歴
史
及
び
岡
家
間
半
ご
の
関
係
、
他
方
に
於
て
は
赴
曾
曲
学
ご

心
現
聞
申
及
び
人
類
桐
辛
苦
の
関
係
を
論
究
し
て
、
以
て
祉
曾
叩
円
干
の
概
念
を
更
に
明
白
に
規
定
せ
ん
正
し
て
居
る
o

夫
れ
枇
食
品
干
及
び
歴
史
哲
問
中
の
資
料
は
、
屡
々
同
様
な
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
雨
者
は
某
の
性
質
及
び
円
標

に
於
て
異
な
っ
て
居
る
。

J
!
戸、
F

が
雨
者
を
同
一
一
減
せ
ん
記
す
る
は
謬
見
で
あ
る
o
歴
史
哲
率
の
任
務
は
事
象
、

の
一
切
の
範
域
に
於
け
る
共
同
的
な
る
も
の
を
確
定
す
る
ニ

Z
に
[
て
、
而

L
て
枇
曾
率
の
任
務
も
亦
同
一
で
あ

る
E
見
る
な
ら
ば
、
一
枇
曾
撃
に
於

τ品
川
に
個
人
の
意
義
が
大
に
後
退
す
る
の
み
な
ら
や
、
向
ほ
又
歴
史
Z
の
混
同

に
よ
り
、
立
(
の
過
古
の
み
を
顧
み
る
考
察
の
結
果
ご
し
て
、
現
在
の
任
務
に
於
け
る
奉
加
を
過
古
に
樽
悲
し
め
の

み
な
ら
守
、
更
に
枇
舎
を
経
験
的
に
把
拠
せ
十
し
て
形
而
上
曲
学
的
に
把
捉
せ
ん
ご
す
る
危
険
が
大
に
増
大
す
る
で

あ
巳
う
o

又
コ
ン
ト
が
始
め
て
力
設
せ
る
如
〈
、
祉
合
間
宇
は
歴
史
的
進
行
ぞ
合
目
的
及
び
統
一
的
ご
し
て
説
明
す

可
き
も
の
ご
見
る
も
、
矢
張
り
謬
見
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
。
此
廃
に
は
か
、
る
際
史
哲
率
或
は
枇
合
皐
の
考
察
が

如
何
寝
成
就
苫
れ
る
か
は
、
敢

τ論
じ
な
く
と
も
宜
か
ら
う
。

余
輩
は
此
慮
に
歴
史
的
規
律
性
な
る
も
の
が
存

t
、
世
界
史
の
階
段
構
成
な
る
も
の
が
存
す
る
や
否
ゃ
に
就

τ、
敢
て
判
断
を
下
君
、
う
ご
は
思
は
な
い
o

併
L
若

前

叢

フ
オ

y
・
ウ
イ
ぜ
白
祉
骨
瞳
論

第
十

λ
巻

(
第
六
焼

四
三
)
一
O
五
九



告官

議

プ
オ

ν
・
ウ
イ
ぜ

O
肱
骨
間
中
論

第
十
凡
巻

(
第
六
焼

四
四
)

一O
大

O

し
品
川
曾
事
は
歴
史
的
事
象
に
於
り
る
共
同
的
な
る
も
の
を
讃
明
す
可
き
任
務
を
有
す
る
な
ら
ば
、
夫
れ
は
右
の
諸

問
題
ケ
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
o

而
し
て
其
の
場
合
に
は
、
枇
命
目
撃
は
主
己
し
て
最
ご
も
一
般
的
な
る

抽
象
的
概
念
を
取
扱
は
ね
ば
な
ら
な
〈
な
る
が
、
某
の
事
は
枇
曾
生
活
の
詳
細
に
於
け
る
連
鎖
の
複
合
を
直
視
す

る
カ
を
、
枇
曾
事
か
ら
奪
ひ
去
る
で
ゐ
ら
う
。
余
輩
の
見
る
彪
で
は
、
赴
曾
惑
に
於
け
る
思
弊
的
要
素
は
、
北
一
の

記
越
的
要
素
に
劃
し
て
筏
退
す
可
き
で
あ
る
。

次
に
枇
曾
皐
a
Z
岡
家
皐
科
ご
の
関
係
に
就
て
考
へ
る
に
、
今
や
例
へ
ば
経
済
事
の
如
古
事
問
に
あ
り
て
は
、
人

間
共
同
生
活
内
に
於
け
る
一
般
的
諮
問
係
及
び
其
等
の
関
係
の
衝
動
力
に
、
骨
畳
々
庭
い
領
域
を
輿
へ
ね
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
来
た
o

併
し
夫
れ
よ
り
し
て
第
一
に
、
経
済
血
中
に
於
げ
る
特
に
闘
民
経
植
田
的
な
る
部
分
が
、

一
般
的
部

分
に
よ
・
9
て
押
し
縮
め
ら
れ
る
ご
云
ふ
弊
が
生
じ
て
居
る
o

次
に
又
多
数
の
経
済
皐
者
は
、
物
質
的
慾
望
充
足
の

見
地
の
下
で
、
人
間
赴
曾
を
考
察
す
る
傾
向
を
示
し

τ居
品
。
然
る
に
か
、
る
偏
局
的
な
見
解
に
於
て
は
、

切

の
動
機
中
で
餓
餓
の
感
を
静
め
る
こ

Z
を
目
的
ご
す
る
動
機
及
び
之
れ

Z
近
縁
を
有
寸
る
衝
動
が
、
最
ど
も
重
要

誠
君
、
れ
て
〈
る
か
ら
、
吾
人
は
か
、
る
見
解
は
望
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
ご
考
へ
る
。
人
々
が
其
等
の
動
機
及
び
衝
動

に
於
て
、
歴
史
的
事
象
の
特
有
な
叉
殆
ん
ど
唯
一
の
源
泉
を
認
な
れ
ば
認
む
る
程
、
世
界
形
象
は
愈
々
皐
純
に
な

る
が
、
併
し
倫
理
的
及
び
審
美
的
に
債
値
大
に
し

τ甚
r精
妙
な
る
心
理
的
要
素
(
其
の
文
化
入
額
に
劃
す
る
意

義
或
は
重
要
を
表
示
す
る
こ
ご
が
枇
舎
皐
の
最
古
も
重
大
な
る
任
務
の
一
で
ゐ
る
可
き
で
ゐ
る
)
が
愈
々
大
な
る



暗
黒
を
以
て
包
ま
れ
て
〈
品
。
余
輩
は
決
し

t
縛
て
の
経
済
問
宇
者
じ
謝
し
て
、
彼
等
は
只
粗
野
な
集
国
的
本
能
ノ

の
み
を
重
要
脱
す
る
さ
一
式
ふ
非
難
を
加
へ
ん
正
す
る
の
で
な
い
。
じ
か
も
経
情
事
に
あ
り
て
は
経
済
の
動
機
を
以

て
、
賞
質
的
に
正
営
で
あ
る
よ
り
以
上
に
赴
曾
的
事
'
買
を
説
明
せ
ん
ご
す
る
危
険
の
大
な
る
ニ
ご
は
、
否
ま
れ
得

な
い
で
あ
ら
う
o

き
れ
ば
吾
人
は
経
済
事
Z
枇
曾
墜
さ
の
問
に
、
密
接
な
る
聞
係
の
存
す
る
に
拘
ら
十
、
両
者
の

完
全
な
る
混
同
を
望
ん
で
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

今
祉
曾
聞
宇
に
劃
し
て
主
(
の
最
ご
も
近
い
基
礎
ご
な
る
も
の
は
、
人
間
の
島
宇
部
も
人
栢
知
事
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
併

し
不
幸
に
し
て
吾
人
は
倫
は
ま
だ
、
非
生
理
率
的
な
、
か
〈
て
歴
史
的
な
人
類
問
中
を
殆
ん
い
と
金
〈
有
し
な
い
。
か

、
る
人
類
血
干
は
屡
々
要
求
き
れ
た
。
併
し
人
類
畠
T

は
倫
ほ
全
く
自
然
科
亭
の
占
領
す
る
慮
ご
な
っ
て
居
る
。
而
し

て
人
類
皐
が
精
蹄
科
皐
ざ
し
て
考
察
さ
れ
る
場
令
に
は
、
夫
れ
は
殆
ん
刊
と
金

1
土
俗
血
干
の
中
に
浸
入
す
る
。

さ
は
れ
祉
曾
血
中
ご
更
に
一
層
複
雑
な
る
関
係
を
有
す
る
は
、
心
理
皐
で
あ
る
o

心
理
事
は
一
部
分
自
然
科
率
に

麗
し
、

一
部
分
精
紳
科
率
に
脱
す
る
。
併
し
心
理
事
は
生
理
皐
吉
結
合
し
て
か
な
h
の
後
議
を
遂
げ
、
吾
人
の
戚

且
百
器
官
の
心
理
撃
さ
し
て
、
其
の
賓
験
的
方
法
及
び
精
密
研
究
Z
相
伴
な
ふ
て
進
歩
し
た
が
、
記
越
的
或
は
現
賞

心
理
亭

(30
巳
自
主
豆
諸
。
庁
内
河
内
ωr)ω3z-omk)

に
謝
す
る
デ
イ
Y

タ
イ
の
要
一
求
は
、
今
日
も
街
は
二
十

年
前
古
同
じ
く
一
の
要
求
ピ
過
ぎ
な
い
吠
態
に
あ
る
。
デ
-
f
y
タ
イ
の
論
す
る
慮
に
よ
れ
ば
・

「
心
理
皐
は
糟
肺

生
活
の
議
新
二
(
U
E
n『
田
町

E
一
mr一
吉
岡
)
に
閲
す
る
今
日
ま
で
の
研
究
以
上
に
、
共
の
典
型
的
差
別
、
例
へ
ば
塾
術

論

議

ア
オ
シ
・
ウ
イ
ぜ
の
祉
骨
回
申
請
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λ
巻

(
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五
)
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大



論

議

フ
オ
ン
・
ウ
イ
ぜ
の
此
令
個
申
請

第
十
八
巻

(
第
六
披

四
六
)
一

O
大

家
の
想
像
力
ゃ
、
活
動
家
或
は
賓
際
中
部
の
資
性
な
ぞ
の
如
き
も
の
を
、
記
遡
及
び
分
析
に
附
し
、
精
紳
生
活
の
形

式
の
研
究
を
、
其

ω進
行
井
に
内
容
の
現
賞
態
を
記
遇
す
る
こ
己
に
よ
り

τ補
は
ね
ば
な
ら
品
。
之
に
よ
り
て
枇

曾
的
歴
史
的
資
在
の
今
日
ま
で
の
諸
憧
系
に
於
て
、

唾
方
に
あ
b
て
は
心
理
間
半
ご
、
他
方
に
あ
り
て
は
美
率
、
倫

理
組
午
、
政
治
園
鶴

ω諸
問
宇
井
に
歴
史
事
ぜ
の
聞
に
存
在
す
る
間
際
が
充
h
L

さ
れ
る
の
で
あ
る
0

」
存
在
の
生
き
允
カ

の
研
究
を
深
〈
内
部
的
に
欲
求
す
る
総
て
の
人
々
に
劃
し
て
、
右
の
要
求
目
ど
痛
切
仁
戚
壱
ら
れ
る
も
の
は
あ
る

ま
い
。
併
し
夫
れ
ご
同
時
に
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
均
一
事
が
あ
る
。
夫
れ
は
か
、
る
現
寅
心
理
事
は
、
世
曾
問
題

を
穿
撃
す
る
こ
ご
な
し
に
は
可
能
で
な
い
ご
一
五
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
五
日
人
は
菅
に
人
聞
の
意
識
の
運
動
路
及
び
運
動

形
式
を
自
然
科
率
的
に
把
捉
せ
ん
ま
す
る
に
け
で
な
〈
、
又
人
閑
の
精
紳
生
活
の
内
容
を
も
把
梶
せ
ん
芭
す
る
や

五
回
や
、
吾
人
以
枇
舎
的
環
境
か
ら
離
れ
て
考
察
す
る
ご
ご
は
出
来
な
い
。
吾
人
は
歴
史
的
枇
曾
的
環
境
に
結
び
付

り
て
、
個
人
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
要
す
る
に
現
-
買
心
理
準
の
問
題
、
己
批
曾
皐
の
問
題
ご
は
、
分
離
が
殆
ん
ど

不
可
能
で
あ
る
ほ
ど
、
相
互
仁
交
叉
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

人
間
の
精
紳
の
研
究
は
現
賓
心
理
準
に
於
け
る
如

〈
、
吐
曾
皐
に
於
て
も
絡
橋
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
吾
人
若
L
生
理
曲
学
的
人
類
率
三
相
並
ん
で
真
に
一
の
歴
史
的

人
類
拳
を
成
立
せ
し
め
ん
正
す
る
な
ら
ば
、
共
の
歴
史
的
人
類
拳
は
又
歴
史
的
心
理
事
及
び
一
祉
曾
磐
Z
最
古
も
密

援
に
結
合
す
る
で
あ
ら
う
。
個
人
の
思
惟
・
戚
情
及
び
意
志
が
よ
り
多
〈
重
要
調
さ
れ
る
枇
曾
準
的
研
究
の
共
等

の
諸
部
分
は
、
吾
人
は
之
を
人
類
皐
及
び
心
理
事
に
濁
す
る
も
の
ご
見
倣
す
一
』
Z
が
出
来
る
、

而
[
τ
之
れ
に
劉
、



じ
て
図
憧
生
活
の
諸
問
題
は
、
恐
ら
く
は
狭
義
の
赴
舎
撃
を
構
成
す
る
で
み
ら
う
。
併
し
名
簿
は
別
に
重
要
で
な

ぃ
。
人
若
L
濁
立
な
る
一
肱
曾
同
宇
を
成
立
せ
し
め
る
を
欲
せ
守
し
て
、
只
一
の
現
賞
心
理
撃
を
立
て
る
だ
け
で
満
足

せ
ん
ご
す
る
な

ιば
・
夫
れ
で
も
よ
い
の
で
、
夫
れ
が
定
め
に
恐
ら
く
は
何
物
も
失
な
は
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
其

の
時
に
は
只
同
C
研
究
が
異
な
れ
る
名
務
の
下
で
行
は
れ
る
ピ
け
で
ゐ
る
。
根
本
的
に
重
要
な
る
は
、
人
間
の
結

会
及
び
依
存

ω諸
問
題
が
、
精
神
科
曲
学
の
方
法
及
び
原
理
に
従
ふ
て
取
扱
は
れ
、
自
然
科
卒
に
放
任
き
れ
な
い
さ

云
ふ
こ
ご
で
ゐ
る
o

併
し
人
若

L
其
等
の
任
務
を
従
来
濁
立
に
後
蓬
せ
る
諸
島
寸
科
に
移
す
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
最

後
の
問
題
、
却
も
人
聞
の
心
窓
生
活
を
分
析
的
に
で
は
な
〈
、
其
の
現
貫
性
に
於
て
杷
捉
せ
ん
ご
す
る
問
題
は
、

其
等
の
佃
別
諸
科
率
の
夫
れ
夫
れ
の
特
殊
任
務
の
匁
め
に
、
正
営
に
取
扱
は
れ
な
い
危
険
の
多
い
こ
ご
を
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ
。
而
し
て
吾
人
若

L
只
皐
問
研
究
上
の
便
宜
或
は
教
育
上
の
便
宜
の
み
を
問
題
ご
す
る
な
ら
ば
、

定

の
組
織
的
計
董
に
従
ふ
て
、
諸
範
域
を
匝
別
し
、
彼
等
の
限
界
を
確
定
す
る
-
て
E
M
出
来
る
で
あ
ら
う
o

併
し
王
口

人
若
し
人
類
の
生
活
及
び
健
全
を
進
捗
す
る
ご
一
式
ふ
、

一
切
の
知
識
の
目
標
に
注
目
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
最
大

重
要
な
問
題
以
、
現
代
は
如
何
な
L
欲
求
を
有
す
る
か
、
又
吾
人
は
其
の
欲
求
を
充
足
す
る
柏
崎
め
に
、
如
何
に
し

て
最
古
も
よ
〈
役
立
つ
か
正
云
ふ
-
}
ピ
で
あ
る
さ
思
ム
。

向
ほ
奇
人
の
太
に
注
意
す
可
き
は
、

一
の
濁
立
な
る
祉
曾
及
び
精
紳
の
晶
子

(
E
P
O
P
E
-
R
g
r
E
ι
印。。

-gt

F
F
Z
)
を
願
望
す
る
念
は
、
世
田
抑
制
棋
の
奥
底
に
根
祇
を
有
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
夫
れ
近
世
に
於
げ
る
自
然
科
開
門
干
の

論

叢

フ
オ
シ
・
ウ
イ
ぜ
の
批
曾
皐
論
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論

叢

フ
オ
シ
・
ウ
イ
ぜ
白
枇
合
皐
論

第
十
八
巻

(
第
六
現

四
八

)
-
O
六
四

大
な
る
後
遺
は
、
山
市
品
棋
の
蓄
形
而
上
事
が
人
間
に
接
近
し
、
直
接
に
人
聞
を
助
け
救
ふ
も
の
さ
数
へ
た
一
岬
を

L

て
、
個
人
心
か
ら
大
に
遠
ざ
か
ら
し
め
党
。
併
じ
夫
れ
が
震
め
に
自
然
科
率
は
宗
品
棋
を
滅
己
さ
せ
た
ご
は
云
は
れ

な
い
。
自
然
科
撃
の
進
歩
は
探
究
す
可
か
ら

F
る
絶
劉
若
を
盆
々
讃
美
す
る
に
至
ら
し
め
る
。
吾
人
は
賓
に
自
然

科
皐
に
よ
り
て
、

神
的
な
る
も
の
は
奮
宗
教
の
到
底
数
ゆ
る
こ
ご
の
出
来
な
い
崇
高
な
姿
に
於
て
.
五
回
人
の
前
に
羽
は
れ
る
の
で
あ

る
。
か
く
て
只
科
事
の
後
達
、
知
識
の
準
歩
に
よ
り
て
の
み
、
宗
教
の
高
上
及
び
深
化
が
望
み
得
ら
れ
る
の
で
あ

ウ
ア
ク
ラ
フ
ト

一
切
の
自
然
科
卒
の
最
後
の
結
果
は
、
知
的
変
に
於
て
原
力
eT
崇
拝
す
る
こ
さ
が
心
情
の
要
求
を
充
足
す

一
切
の
現
象
の
背
後
に
依
存
す
る
禁
の
カ
の
異

ω偉
大
及
び
高
能
を
戚
識
す
る
の
で
、
此
蕗
に

る。る
以
上
、
確
か
に
一
定
の
意
味
に
於
て
は
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
知
的
愛
に
於
け
る
原
カ
の
崇
奔

は
、
人
聞
の
行
動
に
謝
す
る
深
大
な
る
内
面
性
及
び
痕
値
に
於
て
、
到
底
奮
宗
致
の
教
へ
る
紳
人
の
親
子
関
係
に

及
ば
な
い
v
。
決
し
て
人
間
の
心
の
奥
底
か
ら
受
除
さ
れ
得
な
い
一
の
強
い
戚
情
的
欲
求
は
、
知
的
愛
仁
於
け
る
原

カ
の
崇
奔
に
よ
り
て
充
足
さ
れ
る
こ

Z
M
r
出
来
な
い
。
人
聞
か
ら
人
間
へ
の
新
し
き
道
が
見
出
さ
れ
る
に
非
ら
す

ば
、
如
何
に
原
カ
崇
拝
が
強
調
さ
れ
て
も
無
効
で
あ
る
。
陛
界
の
無
限
性
が
紳
ご
人
間
さ
を
分
離
さ
せ
る
こ
ご
が

大
な
る
ほ
ど
、
人
聞
は
人
間
Z
盆
々
親
密
に
結
合
せ
ね
ば
な
ら

ρ
。
か
〈
て
今
や
吾
人
は
文
化
人
類
の
強
〈
要
求

す
る
虎
の
、

一
の
非
形
而
上
接
的
倫
理
撃
に
劃
し
て
合
理
的
某
礎
を
建
設
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
蕗
に
枇
曾
間
半
が
必

要
芭
な
る
o

而
し
て
融
合
亭
の
な
す
可
き
什
事
は
、
人
間
古
人
間
百
の
結
合
を
出
来
る
に
り
深
〈
究
明
し
A

人
間



は
相
互
に
如
何
な
る
依
存
閥
係
に
立
っ
か
、
如
何
に
一
人
の
運
命
が
他
人
の
運
命
ご
な
っ
た
が
、
如
何
に
何
人
も

自
分
の
内
部
的
及
び
外
部
的
困
難
に
謝

L
て
、
夫
れ
が
他
人
に
知
ら
れ
る
に
非
ら
す
は
、
杢
〈
援
助
を
見
出
さ
な

い
か
を
示
す
事
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
吾
人
は
一
の
経
験
的
倫
理
皐
の
臆
史
的
批
曾
的
基
礎
を
設
定
せ
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
、
而

L
て
人
聞
は
人
聞
に
劃
し
て
何
で
あ
っ
た
か
、
又
人
間
は
人
聞
に
罰
し
て
何
で
ゐ
り
得
る
か
を
、

経
験
及
び
精
紳
分
析
に
よ
ち
て
論
詮
す
る
こ

Z
一炉、

つ
ま
り
経
験
的
倫
理
事
の
基
礎
を
設
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

か

fτ
一
吐
曾
皐
の
建
設
に
関
し

τは
、
分
類
に
濁
す
る
理
論
的
欲
求
よ
b
は
、
経
験
的
道
徳
に
針
す
る
曾
際
的
欲

求
が
一
屠
重
要
で
あ
る
。
文
化
人
類
は
、
個
人
ご
祉
曾
ご
の
紐
帯
を
究
明
せ
ん
芭
す
る
其
の
科
曲
宇
か
ら
し
て
、
彼

等
の
今
日
の
欲
求
に
際
宇
る
倫
理
事
の
基
礎
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
ま
苫
し
く
右
の
実
際
的
傾
向
が
、

車
に
組
織
的
な
理
由
か
ら
求
め
得
ら
れ
る
よ
り
は
一
層
濁
立
な
る
地
位
を
、
枇
曾
与
に
認
め
ざ
る
を
得
，
S
ら
し
め

る
の
で
あ
る
o
併
L
更
に
赴
曾
皐
を
一
府
明
白
に
自
然
科
率
か
ら
切
り
離
し
、
而
し
て
精
励
科
皐
内
に
於
け
る
一

の
特
省
の
地
位
を
、
之
れ
に
奥
へ
る
ニ
え
か
必
要
E
あ
る
。
而
し
て
此
の
必
要
を
論
設
す
る
こ
己
が
、
余
輩
の
任

務
で
あ
る
可
き
で
あ
る
。

夫
れ
自
然
科
曲
学
の
乱
軍
港
、
殊
に
生
物
間
半
の
後
遺
に
よ
b
て
、
吾
人
は
人
間
は
自
然
の
一
片
に
し
て
、
自
然
の
法

則
及
び
其
の
後
淫
に
従
ふ
も
の
な
る
よ
吉
、
随
ふ
て
又
総
て
人
類
史
は
底
大
な
る
白
然
史
の
一
節
に
し
て
・

之
れ

三
小
可
離
的
に
結
合
さ
れ
て
居
る
こ
己
を
亭
ん
だ
。
併
し
人
類
史
は
其
の
特
質
的
な
る
総
て
の
も
の
に
よ
り
て
、

論

百聖

フ
オ
シ
・
ウ
イ
芭
白
枇
令
皐
諭

第
十
λ
巻

(
第
六
暁

四
九
)
一
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論

叢

フ
ォ
ン
・
h
y

イ
ぜ
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世
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皐
論

第
十
λ
巻

(
第
六
腕

五
O
)
-
O
六
六

削
も
文
化
の
接
建
、
曲
学
問
、
義
術
、
政
治
、
宗
教
等
の
脅
蓮
に
よ
b
て
、
陸
回
伊
畿
蓮
の
云
は
い
一
の
裂
目
(
新
し

き
特
有
な
特
異
な
或
物
を
保
有
す
る
)
を
作
っ
て
居
る
。
而

L
て
此
の
世
界
準
化
の
裂
目
に
於
て
猫
特
、
無
比
な

も
の
、
特
質
は
、

つ
ま
り
有
機
種
の
進
化
過
程
中
に
生
起
せ
る
一
貫
在
物
、
人
間
に
あ
り
で
は
目
的
に
向
け
ら
れ

た
る
怠
志
の
現
象
が
生
起
す
る
様
に
、
其
の
諸
器
官
が
形
成
き
れ
、
完
成
さ
れ
得
る
古
云
ふ
貼
に
あ
る
の
で
あ

る
。
此
の
意
志
現
象
は
高
等
な
る
動
物
に
於
て
不
完
全
ド
現
は
れ
て
居
る
が
、
人
間
に
於
て
始
め
て
異
の
完
成
に

建
す
る
の
で
あ
る
。
而
し

t
此
の
意
志
の
惹
起
す
る
一
切
の
愛
化
は
、
只
自
然
科
率
的
概
念
及
び
考
察
の
仕
方
の

み
で
は
、
到
底
満
足
に
究
明
さ
れ
符
な
い
l

蕗
の
一
の
特
異
な
考
察
訟
の
劃
象
で
あ
る
o

意
志
ご
他
の
心
理
過
程
Z

の
因
果
的
依
存
関
係
は
、
置
も
に
承
認
さ
る
可
き
で
あ
る
o

併
!
夫
れ
で
意
志

ω認
識
が
謹
く
さ
れ
る
の
で
な

ぃ
。
ま
さ
し
〈
此
庭
に
自
然
科
率
的
考
察
さ
精
紳
科
率
的
考
察
ご
の
民
謝
が
、
確
立
古
る
可
き
で
あ
る
。

余
輩
は
人
聞
は
目
的
に
向
け
ら
れ
た
る
意
志
を
有
す
る
Z
云
ム
事
情
に
於
て
、
人
間
ご
傍
他
の
自
然
ご
の
聞
の

根
本
的
差
別
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
今
目
的
を
貫
現
せ
ん
Z
す
る
此
の
努
カ
に
於
て
人
聞
は
行
動
し
、
而
し

τ

院
由
民
を
形
成
す
る
此
等
の
行
動
を
追
究
す
る
の
が
、
即
ち
精
油
脚
科
閣
宇
の
第
一
の
叉
基
本
的
な
任
務
で
め
る
の
で
あ

る
o

此
の
場
合
に
吾
人
は
、
只
行
動
す
る
人
聞
の
意
志
賀
現
の
叙
遁
唱
し
必
要
な
る
限
b
に
於
て
、
純
物
理
的
な
あ

現
象
一
に
注
意
す
る
だ
け
で
あ
る
。
而
L
て
此
の
行
動
へ
の
意
志
が
、
個
々
の
場
合
に
於
て
如
何
に
し
て
生
起
す
弘

か
、
夫
れ
は
何
h
f
成
就
す
る
か
、
夫
れ
は
如
何
な
る
圏
結
仁
導
く
か
等
の
問
題
は
、
日
枇
曾
醐
宇
に
於

τ重
要
な
る
閑



置
で
あ
る
φ
で
あ
る
o
枇
曾
事
は
動
機
の
世
界
に
進
入
せ
ん
ご
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
歴
史
拳
は
行
動
の
外

部
的
進
行
及
び
其
の
外
部
的
結
巣
を
叙
遁
す
る
こ
ご
に
専
ら
努
力
す
る
が
、
↓
枇
曾
且
干
は
其
等
の
歴
史
的
事
象
を
、

常
に
精
跡
的
基
本
カ
に
結
び
附
け
る
・
』
古
に
力
を
設
「
可
き
で
あ
る
。

意
志
は
心
意
の
心
理
事
的
生
理
率
的
分
析
に
あ
り
て
は
、
大
に
他
に
依
存
す
る
も
の

Z
L
て
現
は
れ
る
ご
す
る

も
.
廃
史
的
事
象
に
ゐ
り
て
は
、
夫
れ
は
髄
験
ご
し
て
A

人
格
の
流
出
或
は
揺
出
、
己

Lτ
、
人
格
的
自
畳
の
統
一

の
後
現

εし
て
、
相
調
的
に
自
由
な
る
も
の
、
質
に
何
れ
の
物
理
的
要
素
よ
り
も
、
温
か
に
自
由
な
る
も
の
E
し

て
、
品
出
動
す
る
の
で
あ
る
。
心
理
的
現
象
、
随
ふ
て
又
枇
曾
的
現
象
に
あ
り
て
は
自
由
の
度
合
は
、
物
理
的
現
象

に
於
け
る
よ
b
は
、
迄
か
に
大
な
る
も
の
に
し
て
、
此
蕗
に
量
的
差
異
が
質
的
差
異
に
均

L
き
も
の
ご
な
る
。

一
か
〈

τ枇
曾
聞
学
は
、
先
づ
第
一
に
其
の
心
理
事
的
中
防
相
が
人
間
意
忘
で
あ
る
以
上
、
自
然
科
曲
学
に
麗
し
な
い
。

a
n
w
y
w
y
v
グ

自
然
料
準
的
考
察
は
人
間
企
類
己

L
て
其
の
普
遍
的
に
拘
束
さ
れ
た
る
朕
態
に
於
て
把
捉
せ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
然
る
に
人
聞
は
相
調
的
に
自
由
に
行
動
し
、
意
志
す
る
も
の
さ
し
て
把
捉
さ
れ
る
さ
云
ふ
こ
古
は
、
赴
曾
血
T

の
前
提
で
あ
る
。
歴
史
的
祉
曾
的
生
活
に
於
て
、
随
ふ
て
其
の
息
子
的
研
究
に
於
て
は
、
意
志
は
一
の
統
一
的
慢
験

で
ゐ
る
が
、
自
然
科
率
的
考
察
に
於
て
は
、
意
志
は
諸
勢
力
の
一
の
結
合
せ
る
、
而

L
t
分
析
を
要
す
る
複
合
現

象
で
ゐ
る
。
自
然
科
挙
に
ゐ

h
て
は
、
意
志
は
事
象
の
凋
立
な
る
始
源
ご
し

τ考
察
さ
れ
な
い
が
、
精
神
科
壌
に

あ
り

τは
、
意
士
山
は
事
象
の
主
要
原
因
ご

L
て
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
凶
。
而
し
て
赴
食
事
も
亦
、
意
士
山
に
濁
し
て

論

叢

ア
オ
シ
・
ウ
イ
ぜ
四
社
脅
昌
平
論

第
十
八
巻

(
第
六
糠

王

一O
六
七



フ
オ
ン
・
ワ
イ
ぜ
白
肝
清
血
中
論

同
一
の
態
度
を
ご
る
の
で
あ
る
。

論

議

第
十
人
容

(
第
六
披

宜

) 

一
O
穴
八

併
し
自
然
研
究
者
己
批
舎
撃
者
ご
の
途
の
介
れ
る
の
は
、
単
仁
意
志
の
許
績
に
閲
し
て
ガ
け
で
な
く
、
夏
に
人

間
及
び
其
の
行
動
一
般
の
把
捉
に
関
し
て
い
v

あ
る
。
併
し
此
蕗
に
存
在
す
る
差
別
を
叙
越
す
る
困
難
は
、
主
古

L

て
左
の
黙
に
あ
る
。
即
も
精
一
脚
科
且
午
の
代
表
者
は
、
生
物
皐
者
が
歴
史
的
畿
逮
を
無
税
し
で
は
な
ら
な
レ
吉
岡
じ

く
、
全
く
自
然
科
事
的
な
る
考
察
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
ぬ

Z
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
倫
ほ
他
の
率
問
を
顧
慮
す
可
、

必
要
は
、
恐
ら
く
は
精
紳
科
皐
者
に
劃
し
て
は
自
然
科
拍
車
平
岩
に
劃
す
る
よ
h
は
一
屠
大
な
る
も
の
ご
思
は
れ
る
。

而
L
て
諸
般
の
精
神
科
事
中
で
、
枇
曾
拳
は
恐
ら
く
は
多
〈
の
貼
に
於
て
、
自
然
科
事
に
最
古
も
接
近
し
て
居
る

も
の
で
あ
る

t
思
は
れ
る
。
是
れ
外
面
上
か
ら
見
れ
ば
、
一
肱
曾
間
半
は
自
然
科
率
的
系
列
ご
精
神
科
率
的
系
列
正
の

交
M
人
附
聞
を
、

な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
前
者
は
数
曲
学
1
l物
理
事
及
び
化
串
1
|生
物
皐

|
l枇
曾

皐
Z
建
議
し
、
比
偶
者
は
歴
史
的
人
類
皐
1

1
樫
真
的
心
理
皐

l
i枇
曾
苧
E
連
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
吾
人

は
枇
曾
出
品
干
の
問
題
に
深
入
す
る
ほ
ど
、
向
然
税
率
的
見
地
が
重
要
ご
な
る
一
耽
曾
率
的
問
題
は
、
教
に
於

τ盆
々
減

少
す
る
の
で
あ
る
。

枇
曾
醐
宇
は
又
自
然
科
事
正
異
な
り
て
人
間
に
於
て
、
纏
て
の
人
々
の
限
前
に
夫
れ
白
身
で
存
立
し
な
い
何
物
を

も
後
見
し
得
な
い
o

祉
曾
撃
が
率
的
に
研
究
す
可
き
心
理
的
及
び
歴
史
的
現
象
或
は
過
程
は
、
共
の
多
輿
者
に
櫨

験
芭
し
て
意
識
さ
れ
た
も
の
で
め
る
o

而
L
て
其
等
の
現
象
に
於
て
、
五
回
人
は
倒
別
現
象
Z
し
て
は
定
ヰ
分
析
し



て
は
な
ら
な
い
が
、
併
し
同
慌
に
分
析
し
て
は
な
ら
ぬ
他
の
無
数
の
現
象
吉
、
最
ご
も
複
雑
な
る
相
互
作
用
を
な

し
、
か
〈
て
歴
史
的
事
象
の
全
館
は
最
早
伺
別
現
象
を
判
然
た
ら

L
め
な
い
程
、
諸
結
合
の
濃
密
な
る
紛
糾
を
作

る
諸
現
象
が
、
常
に
枇
舎
町
晶
子
に
於
て
取
扱
は
れ
る
の
で
あ
る
。
此
等
の
行
動
及
び
意
志
昂
奮
の
諸
結
合
或
は
紛
糾

を
、
個
々
の
行
動
及
び
意
士
山
作
用
に
解
き
戻
す
の
が
、
吐
曾
撃
の
任
務
で
あ
る
。
併
し
歴
史
的
過
科
を
、
化
事
的

賞
験
が
物
質
を
某
の
一
冗
素
に
分
析
す
る
如
〈
、
完
全
に
其
の
行
動
成
分
に
分
解
す
る
こ
ご
は
、
決
し
て
可
能
で
な

ぃ
、
或
は
只
甚
だ
稀
れ
に
可
抱
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
吾
人
は
只
事
象
に
於
て
、
出
来
る

rけ
多
〈
の
、
殊
じ
重

要
な
る
意
志
作
用
を
認
識
す
る
に
至
る
だ
け
で
あ
る
。
き
れ
ば
精
紳
科
皐
に
於
り
b
率
的
研
究
の
結
果
は
、
決
し

て
完
全
に
精
密
で
な
ぐ
、
叉
或
度
に
於
て
自
然
科
事
に
於
て
見
る
が
如
〈
に
、
決

L
て
絶
担
割
的
に

E
嘗
で
な
い
。

間
竿
的
判
断
の
正
嘗
性
の
標
準
は
、
肱
曾
的
歴
史
的
科
事
に
あ
り
て
は
、
相
罰
的
な
も
の
で
あ
る
o

献
曾
的
現
象
或

は
過
殺
の
無
数
の
要
素
は
、
決
し
て
一
の
場
合
に
於
て
他
の
場
合
に
於
け
る
ご
全
く
同
様
に
結
合
さ
れ
る
も
の
で

な
い
か
色
、

規
則
或
は
包
括
的
一
公
式
は
只
甚
だ
稀
に
、

叉
只
大
な
る
制
限
を
以
て
の
み
、

可
能
で
あ
る
の
で
あ

る
o

只
統
計
的
に
把
捉
さ
れ
る
現
象
の
み
が
、
分
量
的
に
測
定
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
吾
人
若
[
、
五
ロ

人
が
枇
曾
息
T

に
望
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
如
〈
、
動
機
の
世
界
に
入
り
込
ま
ん
芭
す
る
な
ら
ば
、
叙
惑
に
於
け
る
一
致
的
精

密
は
到
底
望
ま
れ
な
い
の
で
ゐ
る
o

か
〈
て
枇
食
事
は
叉
左
の
黙
に
於
て
自
然
科
撃
か
ら
恒
別
き
れ
る
。
郎
も
枇
曾
血
干
り
自
然
科
醐
宇
の
劃
象
の
如
〈

神

tt 

ア
オ

y
・
ウ
イ
ぜ
白
凪
合
国
申
諭

第
十
入
品
せ

(
第
式
競

五
一
ニ
)

一
O
大
九



首肯

議

フ
オ
ピ
ウ
イ
ぜ
の
枇
官
事
前

第
十
八
巻

(
第
六
税

主
四
)

一C
七
C

に
、
時
間
り
な
〈
努
量
的
仁
規
定
さ
れ
な
い
i

関
係
を
、
-
主
正
し
て
取
扱
ム
可
き
も
の
で
あ
る
ご
云
A
こ
ご
で
ゐ
品
。

枇
曾
率
的
知
識
ご
は
歴
史
的
畳
識
で
あ
る
か
、
又
は
自
己
分
析
に
よ
り
て
得
ら
れ
た
る
主
税
的
畳
識
で
あ
る
が
で

あ
っ
て
、
只
比
較
的
に
重
要
な
ら
ざ
る
場
AF--
於
て
の
み
、
其
の
認
識
源
泉
が
賞
験
仁
よ
b
て
開
か
る
可
き
で
あ

る。
却
設
「
枇
曾
撃
の
基
礎
確
立
に
就
t
」
に
於

τ、
フ
ォ
ン
・
ク
イ
ゼ
氏
が
最
初
に
公
に
せ
る
枇
曾
聞
学
論
の
大
要
は
、

以
上
越
べ

L
が
如
き
も
の
で
あ
る
が
、

同
氏
の
今
日
の
一
耽
曾
皐
論
に
比
し
て
此
彪
に
先
づ
第
一
に
注
意
す
可
証
』

は
、
枇
曾
問
品
守
efH
特
に
一
肱
曾
形
式
を
研
究
す
る
特
殊
製
吉
見
品
、

ジ
ム
メ
戸
み
見
解
が
採
用
さ
れ

τ居
な
い
こ
ご
、

否
な
寧
ろ
夫
れ
は
排
斥
さ
れ
て
居
る
こ
己
で
ゐ
る
。
・
究
仁
注
意
す
可
き
は
、
同
氏
は
大
盤
上
デ
イ
Y

タ
イ
の
自
然

科
事
ご
精
神
科
準
ご
の
区
別
を
基
礎

Z
L
、
而
L
て
従
来
一
般
に
行
な
は
れ
て
居
合
枇
曾
撃
の
自
然
科
曲
学
的
確
立

の
企
闘
を
根
本
的
に
排
尿
し
、
之
を
精
紳
科
事
Z
し
て
確
立
せ
ん
さ
す
る
こ

Z
で
あ
る
。

前日〈

τ同
氏
の
最
初
の

祉
合
間
半
論
は
.
形
式
的
枇
曾
事
概
念
を
主
張
す
る
も
の
で
な
〈
、
之
に
反

L
t
音
質
的
或
は
内
容
的
枇
合
間
半
概
念

を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
J

ア
イ
Y

タ
イ
の
精
神
科
問
中
の
概
念
に
基
き
・
賞
質
的
科
率
ご
し
て
赴
舎
皐
を

建
設
せ
ん
ご
す
る
は
、
現
代
枇
曾
聞
宇
の
法
違
上
、

一
の
新
{
き
企
阿
古
し
て
、
確
か
に
注
意
古
れ
る
債
依
め
る
も

の
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
=
同
時
に
苔
人
の
注
意
す
可
き
は
、
デ
イ
ル
タ
イ
の
精
神
科
曲
学
の
概
念
に
基
い
て
枇
合
血
中

を
建
設
せ
ん
正
す
る
に
於

τは
・
到
底
確
買
に
枇
曾
出
品
干
の
概
念
を
決
定
す
る
こ

Z
H
H
出
来
ま
い
I
Z
思
は
れ
る
昂
で



あ
る
o

是
れ
7
オ

y

・9
イ
ゼ
氏
が
「
一
枇
曾
皐
の
基
礎
確
立
に
就
て
」
に
於
て
は
、
あ
ま
ふ
り
厳
格
に
一
枇
曾
亭
の
概
念

を
決
定
せ
ん
ご
し
て
居
な
い
所
以
で
あ
ら
う
か
さ
思
ふ
。
同
書
に
於
て
は
同
氏
は
枇
曾
皐
芭
云
ム
名
稀
の
如
き
は

H

と
う
で
も
よ
い
、
又
特
に
新
L
き
獅
立
な
撃
を
建
設
す
可
き
や
否
や
ご
一
五
ふ
問
題
も
ど
う
で
も
よ
い
、

只
肝
要
な

る
は
、
歴
史
的
枇
曾
的
生
活
或
は
寅
在
に
就
て
、
新
し
き
問
題
を
見
定
め
、
之
を
究
明
す
る
ニ
ご
で
あ
る
=
論
C

レ
ア
ル
プ
シ
ヨ
ロ
￥
E

て
居
る
。
而
し
て
同
氏
は
デ
イ
F

タ
イ
の
記
逃
心
理
事
(
或
は
同
氏
が
特
に
好
ん
で
用
ひ
て
居
る
現
賞
心
理
由
学
)
は

赴
舎
の
研
究
を
以
て
補
は
れ
ね
ば
、
到
底
完
成
3
れ
得
な
い
も
の
で
ゐ
る
ご
考
へ
、
此
慮
に
新
し
き
問
題
の
存
す

る
を
認
め
て
、
之
を
究
明
せ
ん
芭
す
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
さ
き
に
遮
イ
し
同
氏
の
左
り
言
葉
は
、
同
氏
の
枇

合
幕
概
念
の
真
髄
を
最
ご
も
よ
〈
表
明
す
る
も
の
古
思
は
れ
る
。

「
根
本
的
な
る
こ
ご
或
は
主
要
な
る
こ
ご
は
、

人
間
の
結
合
及
び
依
存
の
問
題
が
、
精
神
科
撃
の
方
法
及
び
原
理
に
従
ふ
て
取
扱
は
れ
、
自
然
科
事
に
放
任
さ
れ

な
い
ご
云
ム
こ
さ
で
あ
る
o
」
但

L
ア
オ
ン
・

9
イ
ザ
氏
が
、
「
枇
曾
曲
学
の
基
礎
確
立
に
就
て
」
に
於

τ企
rτ
る
如

f
、
デ
イ

Y
タ
イ
の
精
紳
科
風
干
の
概
念
に
基
言
、
組
合
拳
の
概
念
を
決
定
せ
ん
芭
す
る
に
於
て
は
、
之
を
稀
h
v
古
川

慌
た
る
委
の
ま
、
に
止
め
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
所
以
、
到
康
之
を
厳
格
に
決
定
す
る
能
以

F
る
所
以
を
明
ら
か

じ
す
る
に
は
、
デ
イ
昨
夕

4
の
精
神
科
撃
の
概
念
其
物
を
詳
し
〈
批
判
的
に
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

が
、
此
彪
に
は
其
の
暇
は
な
い
か
ら
他
の
場
合
に
譲
る
こ

z
、
す
る
o

向
ほ
フ
才

y

・9
イ
ゼ
氏
の
最
初
の
枇
曾
事
論
に
於
て
、
心
理
事
的
方
法
が
根
本
的
な
も
の
ご
さ
れ
て
居
る
こ

需

議

ア
オ
ッ
・
ウ
イ
ぜ
白
枇
骨
愚
論

第
十
λ
巻
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第
六
貌

五
五
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o
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論

議

フ
オ

Y
ウ
イ
ぜ
白
一
位
曾
皐
諭

第
十
凡
巻
(
第
穴
税

五
六
)
一

O
七

芭
は
、
余
輩
の
見
地
か
ら
見
て
大
仁
注
意
す
可
き
貼
で
ゐ
る
が
、
併
し
其
の
心
理
事
な
る
も
の
は
デ
イ
Y

タ
イ
の

記
述
心
理
撃
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
余
輩
の
見
地
ご
は
異
な
っ
て
居
る
。
而
し
て
余
は
記
述
心
理
血
干
の

如
き
も
の
を
祉
曾
事
の
基
礎
己
な
す
以
上
は
、
一
祉
舎
由
宇
は
結
局
哲
接
的
一
曲
学
科
Z
な
り
て
仕
舞

ο、
一
の
経
験
科

曲
中
古
し
て
建
設
さ
れ
得
な
い
も
の
さ
考
へ
て
居
る
。

h
，
て
知
ら
れ
る
如
〈
、
賞
際
上
一
の
哲
拳
的
且
干
科
Z
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

ア
才
ン
・
タ
イ
ゼ
氏
の
一
枇
曾
閉
山
ず
は
、

さ
き
に
過
ペ
し
慮
に
よ

古
れ
ば
同
氏
は
一
枇
舎
撃
を
粉
々
法

惜
慌
た
る
一
の
哲
曲
学
的
皐
科
正
し
て
建
設
せ
ん
芭
す
る
以
上
は
、
右
に
述
べ
し
が
如
き
枇
曾
血
中
概
念
に
止
ま
る
こ
さ

が
出
来
た
で
あ
ら
う
が
、
併
し
同
氏
の
枇
曾
率
の
研
究
が
段
々
に
準
み
、
而
し
て
一
肱
曾
撃
を
精
々
若
山
慌
た
る
哲
準

的
一
曲
学
科
Z
考
へ
る
だ
け
で
満
足
出
来
な
〈
な
b
、
之
を
稀
々
明
確
に
規
定
さ
れ
た
る
一
の
経
験
科
挙
ご
し
て
費

建
吉
せ
ん
ご
す
る
に
於
て
は
、
同
氏
は
到
底
デ
イ
Y
タ
イ
の
精
神
科
撃
の
概
念
仁
基
い
て
立
て
た
最
初
の
吐
曾
串

概
念
じ
止
ま
る
こ
ご
が
出
来
な
〈
な
h
、
夫
れ
以
上
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
〈
な
っ
た
。
し
か
も
枇
曾
撃
を
純
自
然

科
事
ご
し
て
建
設
せ
ん
さ
す
る
方
針
を
根
本
的
に
排
尿
す
る
傾
向
を
聞
持
す
る
以
上
、
而
し

τ叉
白
か
ら
新
し
き

方
針
を
立

τん
ご
は
せ
や
、
何
れ
か
の
先
輩
の
方
針
に
従
は
A

Z
す
る
以
上
、
同
氏
は
デ
イ
U
F

タ
イ
の
見
地
か
ら

白
か
ら
ジ
ム
j
u
F

の
見
地
の
如
き
も
の
に
移
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
、
或
は
前
者
か
ら
後
者
へ
移
る
の
が
白

然
の
傾
向
で
あ
ら
う
芭
思
は
れ
る
。
か
〈
て
同
氏
は
デ
イ
ル
タ
イ
に
従
ふ
喧
胸
科
曲
学
的
枇
曾
血
中
概
念
か
ら
、
。
ム

メ

w
の
形
式
的
枇
曾
事
概
念
に
移
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
形
式
を
軽
視
す
る
デ
イ
ル
タ
イ
の
見
地
ご
、
形
式



を
大
に
重
要
識
す
る
ジ
ム
メ
U
F

の
見
地
古
の
外
見
上
の
差
異
を
考
へ
る
ご
、
プ
オ
ン
・
ク
イ
ゼ
氏
の
右
の
赴
曾
事
概

も
現
代
の
濁
逸
哲
拳
昇
に
於
て
は
、

一
の
急
激
な
、
根
本
的
な
蒋
移
で
あ
る
が
如
〈
に
思
は
れ
る
が
、
併
し
デ
イ
戸
タ
イ
も
ず
ム
メ
U
F

レ
ー
ペ
V
ス
ヲ
イ
ロ
ゾ
ヲ
4

共
に
生
命
哲
島
?
を
唱
へ
る
人
々
で
あ
り
、

(EngH且
冨
芭
内

?HH門
町
一
自
主
切
}

念
の
轄
移
は
、

ロ
目
。
司
『
口

0
8
1】庁

ι
2
N
O
』

tw円
FgHM《凶
2
E
E
H
r
g
Z
E官
官
可
出
自
己
口
問

g

m
w
N
凶
'
会
考
)
且
つ
繭
者
の
聞
に
は

微
妙
な
る
共
通
の
思
想
が
流
れ
て
居
る
か
ら
、

「
耽
曾
率
概
念
へ
移
っ
た
こ
E
は
、
質
質
的
仁
は
外
見
上
考
へ
ら
れ
る
程
、
急
激
な
根
本
的
な
轄
移
で
は
な
い
Z
思

フ
才
ン
・
9
4
ゼ
氏
が
最
初
の
吐
曾
皐
概
念
か
ら
、

ジ
ム
メ
戸
の

は
れ
る
。

き
れ
ば
同
氏
は
今
日
の
如
〈
に
、

ジ
ム
メ
Y
流
の
祉
曾
事
概
念
を
主
張
す
る
に
至
っ
て
も
、
費
質
的
に

は
倫
ほ
デ
イ
Y
タ
イ
思
想
を
国
持
し
て
居
る
場
合
が
多
い
ご
思
は
れ
る
の
で
ゐ
る
。
更
に
余
は
ジ
ム
メ
片
の
枇
曾

事
概
念
に
A

骨
固
ま
れ
る
艶
象
論
的
見
地
は
、
デ
イ
Y

タ
イ
の
記
越
心
理
事
の
見
地
Z
共
通
す
る
慮
が
ゐ
り
、
山
門
ほ
雨

者
が
フ
ッ
サ

1
戸
の
現
象
皐
の
見
地
ご
共
通
す
る
慮
が
あ
る
ご
考
へ
、
而
し
て
夫
れ
よ
h
し
て
又
今
日
ジ
ム
メ

y

の
枇
曾
曲
学
概
念
を
遵
奉
す
る
駐
曾
事
者
の
問
に
、
現
象
率
的
見
地
を
採
用
す
る
人
々
の
あ
る
所
以
を
設
明
せ
ん
ご

す
る
の
で
ゐ
る
。
要
す
る
に
余
は
今
日
勃
興
し
っ
、
ゐ
る
濁
泡
の
枇
曾
皐
の
根
祇
に
は
、
デ
イ
Y
タ
イ
、

ジ
ム
メ

f
kぴ
フ
ッ
サ

1
Y
の
哲
準
的
見
地
が
色
々
に
交
欠
L
て
流
れ
て
居
る
の
で
、
随
ふ
て
之
を
深
〈
根
本
的
に
理
解

す
る
潟
め
に
は
、
右
の
三
氏
の
哲
曲
学
的
見
地
を
、
相
互
の
関
係
に
於
て
よ
〈
理
解
し
て
置
〈
こ
ど
が
肝
要
で
あ
る

ご
思
ふ
。
併
し
此
の
問
題
は
此
庭
で
論
先
す
る
に
は
、
あ
ま
h
に
庚
大
で
あ
る
か
ら
、
余
は
改
め
て
特
に
之
を
論

論

叢

7
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白
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串
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一C
七
山

究
し
た
い
芭
恩
ふ
。

却
設
余
は
本
節
に
於
て
以
上
論
逃
せ
る
廃
に
よ
り
て
、

ア
オ
ジ
・
ク
イ
ゼ
氏
の
最
初
の
一
枇
曾
血
中
概
念
は
如
何
な

る
も
の
で
あ
り
し
か
を
明
ら
か
に
し
、
又
同
氏
が
夫
れ
よ
り
タ
ム
メ
Y
流
の
枇
曾
血
干
の
概
念
、
的
も
赴
曾
醐
宇
を
世

曾
形
式
を
研
究
す
る
特
殊
血
中
古
見
る
も
の
に
移
れ
る
理
由
を
、

余
の
推
察
す
る
蕗
仁
よ
り
て
究
明
し
た
ご
思
ム

が
、
終
り
に
前
節
に
於
て
遁
べ
し
同
氏
の
論
文
「
特
殊
事
Z
し

τの
肱
曾
拳
」
に
於

τ、
論
述
さ
れ
て
居
る
同
氏
の

一
吐
曾
皐
概
念
が
、
最
近
に
如
何
に
殺
展
さ
れ
て
居
る
か
を
、
同
氏
が
編
勝
者
の
一
人
吉
な
っ
て
、
千
九
百
二
十
一

年
か
ら
殺
行
き
れ
居
る
同
2ロ
2
5
2
n一y
r
E
r
n
r
E円

m
S
F
Z
Z
E
R
Z
Fロ
に
於
け
る
同
氏
の
諸
.
論
文
に
よ

り
て
、
考
究
し
て
見
ょ
う
ご
思
ふ
。


